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CO2排出量と所得格差

(World Inequality Database, 2021)

• 上位10%の富裕層がCO2排出の半分程度に責任がある。

• 富裕層の過剰消費とそのための過剰生産を容認していたら、
世界規模の脱炭素は不可能ではないか。
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グリーン成長、GND、脱成長

• グリーン成長は温室効果ガ
ス排出は削減できるが、格
差と失業は悪化

• GNDは排出削減、格差と失
業が改善するが、政府の債
務が悪化

• 脱成長は排出削減、格差と
失業がさらに改善するが、
政府債務がさらに悪化

(D’Alessandro et al., 2020; O’Neill, 2020) 5
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(IPCC AR6 SYR, Fig.SPM.6)

選択と行動によって将来の世界が決まっていく
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